


再エネ出力制御に向けたこれまでの取組状況
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⃝中部エリアの太陽光・風力の連系量は1,000万kWを超え、GWの最低需要を上回る水準となって

いる。

⃝ こうした、再生可能エネルギー（以下、再エネ）発電設備の導入が継続的に拡大する見込みの

中で、優先給電ルールに基づき、火力発電設備の出力抑制や揚水発電設備の運転、地域間連

系線を活用した広域的な系統運用等を行ってもなお、供給が 需要を上回る場合には、電力の安

定供給を維持する観点から、再エネ発電設備等の 出力制御を行う必要があることから、2020年

12月より太陽光・風力事業者さまへ出力制御の対応をお願いしてきた。

⃝ また、再エネ出力制御の低減・回避のため、再エネ・需要の予測精度向上や、オンライン化、最低

出力の協議等、取り組みを実施してきた。

⃝ しかしながら、2023年度の出力制御の見通しについて、再エネ電源の堅調な増加、および揚水発

電機の作業停止等の影響により、再エネ出力制御が発生する可能性があることから、これまでの

取り組み内容と合わせ、ご報告させていただく。







2023年度短期見通しの算定結果について

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Gr i d  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rved .5

【短期見通し算定における制御量最大時の需給バランス】

2023年5月2日12時
（過去実績にもとづく算定値）

需要 1,001

供給力

火力

電源ⅠⅡ 302

電源Ⅲ 61

計 363

再エネ

太陽光 912

風力 25

一般水力 61

地熱 0

バイオマス 17

計 1,015

原子力 0

揚水式水力 ▲333

連系線活用 0

再エネ出力制御 ▲44

供給力計 1,001

[万kW]
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電源（太陽光、風力）のオンライン化

2020年12月以降送付したDMより

当社HP掲載資料（ 2022年8月）

⃝旧ルールのオフライン事業者に対しては、2020年12月以降、出力制御に対応いただくために送付

したＤＭにより、オンライン化の推奨を実施。また、お問い合わせいただいた際には、丁寧にメリットを

説明し、オンライン化の推奨をお願いしてきた。

⃝ また、系統ＷＧにおいて整理いただいた、オンライン化の経済的な損益の具体事例を、再エネ事業

者さまへ照会する等により、さらなるオンライン化の推奨を実施してきたところ。



電源（太陽光、風力）のオンライン化
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2022年8月末時点 2022年3月末時点

太
陽
光

① オンライン化率 ((②＋④)/(②＋③＋④)) 39.0% 33.0%

② 新・無制限無補償ルール、オンライン事業者 139.0 110.1

③ 旧ルール、オフライン事業者 238.2 248.3

④ オンライン制御可能な旧ルール事業者 13.1 12.4

⑤ 旧ルール事業者のオンライン切替率 (④/(③＋④)) 5.2% 4.8%

風
力

⑥ オンライン化率 ((⑦＋⑨)/(⑦＋⑧＋⑨)) 2.5% 2.6%

⑦ 新・無制限無補償ルール、オンライン事業者 － －

⑧ 旧ルール、オフライン事業者 35.6 34.6

⑨ オンライン制御可能な旧ルール事業者 0.9 0.9

⑩ 旧ルール事業者のオンライン切替率 (⑨/(⑧＋⑨)) 2.5% 2.6%

【中部エリアにおけるオンライン化の状況】 [万kW]

⃝現在のオンライン化状況は以下の通り。今後も、旧ルールのオフライン事業者に対して、ダイレクト

メールの送付等の機会を活用しオンライン化の推奨を継続して実施していく。









再エネ予測精度の向上（今後の取り組み）
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今後の取り組み

・太陽光発電の出力予測の大外し事例解析に取り組み、得られた知見を予測システムに反映
・アンサンブル予測で複数パターンの予測による誤差傾向の検証
・メッシュ方式によるミクロ単位のPV出力予測を検討

⃝今後も以下の取り組みを実施し、さらなる再エネ予測精度の向上、再エネ出力制御の回避・低減

に努めていく。

地点別(14地点) メッシュ(数万地点)





日射量誤差を考慮した需要想定（今後の取組）
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⃝これまで、気象モデルから日射量誤差を把握する手法を開発してきた。

⃝ この日射量誤差はアンサンブル予測を基にしており、誤差が発生した際の気象条件も数値化され

ている。

⃝日射量誤差の気象条件を、需要予測システムによる需要予測に活用することができれば、気象状

況を反映した、適切な太陽光と需要の誤差の反映が可能となることから、検討を進めている。



電源Ⅲ等の出力制御に関する事業者対応
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※ 地域資源バイオマスで、燃料貯蔵や技術に由来する制約等により出力制御が困難な事業者（43箇所）は対象外
※ 自家発事業者は、発電機の運用上、一定の逆潮流は避けられないものの、可能な限り逆潮流なしの運用を要請

抑制時出力 発電区分
発電者 定格出力 最低出力

[箇所数] [万kW] [万kW]

定格出力50%以下
火力 15 111 38

バイオマス 31 19 7

定格出力50%超
火力 12 86 47

バイオマス 22 20 15

合計 80 236 107

⃝優先給電ルールに基づく電源Ⅲ等の出力制御について、対象事業者（80箇所）に対して出力

制御指令への確実な対応を要請。

⃝来年度再エネ出力制御の可能性があることを踏まえ、出力制御の可能性が高まる時期までに、

対象事業者に対し、さらなる最低出力の引き下げができないか協議・確認をする。




